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会
議
で
出
さ
れ
た
主
な
発
言

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

待
遇
改
善
課
題 

 

●
年
々
、
定
員
削
減
さ
れ
る

一
方
、
増
員
が
東
京
中
心
で

あ
り
、
地
方
で
の
体
制
強
化

が
必
要
。
（
関
西
気
象
） 

●
高
齢
期
の
処
遇
改
善
は

人
事
院
や
人
事
課
長
交
渉

で
も
前
向
き
な
回
答
が
あ

っ
た
。
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
て
交
渉
す
る
こ
と
が
重

要
。
（
東
京
気
象
） 

●
り
ん
く
う
合
同
宿
舎
は

関
西
空
港
が
で
き
た
と
き

に
設
置
さ
れ
た
。
２
階
建
て

の
駐
車
場
で
一
方
的
な
明

け
渡
し
が
通
達
さ
れ
た
。
定

年
延
長
に
つ
い
て
は
、
５
名

が
最
高
号
俸
の
ま
ま
。
６
級

の
ま
ま
予
報
官
で
給
料
が

30
％
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。
定

年
延
長
に
際
し
て
、
別
枠
を

設
け
て
も
ら
わ
な
い
と
昇

格
で
き
る
人
が
昇
格
で
き

な
い
。
（
関
西
気
象
） 

●
人
事
院
勧
告
で
一
万
円

上
が
っ
て
も
定
年
延
長
者

は
七
千
円
し
か
上
が
ら
な

い
。
５
級
が
７
割
支
給
と
な

っ
て
４
級
再
任
用
が
月
収

29
万
円
余
り
と
高
く
な
る

逆
転
現
象
も
生
じ
て
い
る
。

（
九
州
気
象
） 

●
予
報
官
の
現
地
昇
格
が

取
り
消
さ
れ
て
い
る
。
人
事

が
昔
み
た
い
に
地
台
に
出

て
も
す
ぐ
に
戻
れ
な
く
な

っ
て
い
て
、
予
報
課
で
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ

る
。
在
級
期
間
の
見
直
し
に

よ
っ
て
駆
け
足
で
上
が
る

人
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
中
枢
予
報
官
で
以
前

は
６
級
予
報
官
が
い
た
が
、

数
年
前
か
ら
仙
台
で
は
予

報
官
の
ま
ま
で
は
６
級
に

上
が
れ
な
い
と
い
う
話
に

な
っ
て
い
る
。
定
員
削
減
で

は
、
東
北
は
火
山
防
災
係
長

１
人
だ
が
、
現
場
で
は
困
る

と
要
求
書
を
提
出
し
た
。 

全
国
で
業
務
係
長
が
削

減
さ
れ
、
防
災
業
務
は
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
で
対
応
し
て
い
る
が

観
測
予
報
は
出
張
回
数
が

多
く
な
っ
た
り
、
バ
ッ
テ
リ

ー
運
搬
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、

年
度
途
中
で
辞
め
る
、
再
任

用
を
や
め
る
な
ど
の
状
況

も
あ
る
。
要
求
書
提
出
の
際

に
総
務
部
長
や
人
事
課
長

に
話
を
し
た
。（
東
北
気
象
） 

●
宿
舎
の
退
去
に
関
し
て
、

以
前
は
補
修
箇
所
の
指
摘

が
あ
り
、
補
修
し
て
確
認
を

受
け
て
退
去
し
て
い
た
が
、

退
去
時
し
か
来
な
く
な
っ

た
。
入
居
者
は
財
務
が
指
定

し
た
業
者
に
電
話
連
絡
し
、

後
日
、
費
用
の
請
求
が
あ
る
。

業
者
の
作
業
の
関
係
で
退

去
の
３
日
後
で
な
い
と
入

居
で
き
な
い
状
況
に
な
る
。

年
２
回
の
健
康
診
断
を
受

け
た
が
、
異
常
な
し
と
の
結

果
だ
っ
た
。
病
院
に
行
っ
て

検
査
し
た
ら
、
緊
急
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
異
常
を

見
つ
け
ら
れ
な
い
健
康
診

断
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
。（
関
東
中
部
気
象
） 

●
危
機
点
検
等
の
現
場
出

張
に
お
け
る
熊
等
危
険
動

物
対
策
に
つ
い
て
、
他
支
部

で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

当
番
中
の
休
暇
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。（
北
海
道
気
象
） 

●
昨
年
秋
に
市
街
地
で
も

熊
が
出
た
。
熊
が
出
た
か
ら

出
張
に
行
か
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
が
、
対
策
は
取

ら
れ
て
い
な
い
。
当
番
中
の

休
暇
は
聞
か
な
い
。
引
き
継

ぎ
を
丁
寧
に
や
っ
て
い
る

人
は
多
い
。（
東
北
気
象
） 

●
熊
対
策
に
つ
い
て
、
若
手

ア
メ
ダ
ス
担
当
と
よ
く
行

く
が
、
熊
よ
け
ス
プ
レ
ー
で

終
わ
り
。
当
番
で
時
休
を
取

る
人
が
出
た
ら
、
シ
フ
ト
を

組
ん
で
い
る
の
で
抜
け
る

と
代
理
を
入
れ
る
の
は
当

た
り
前
。（
関
東
中
部
気
象
） 

       

気
象
部
門
は
、
１
月
18
日
に
第
２
回
部
門
委
員
会
を
開
催
し
、

秋
季
年
末
闘
争
の
総
括
を
行
う
と
と
も
に
、
当
面
の
重
要
課
題
で

あ
る
定
員
削
減
中
止
や
組
織
拡
大
な
ど
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
、

議
論
を
深
め
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
各
支
部
の
代
表
者
や
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
、
政
策
委
員
を
含
め
て
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 
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定
員
削
減
は
中
止
し
体
制
拡
充
を
！ 

＝
第
２
回
気
象
部
門
委
員
会
で
集
中
議
論
＝ 

関西気象 蓬台さん 

東北気象 山本さん 

関中気象 柳さん 
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定
員
削
減
、
組
織
拡
大 

 
東
京
気
象
と
九
州
気
象

か
ら
は
、
こ
の
間
の
交
渉
の

と
り
く
み
状
況
に
つ
い
て

チ
ャ
ッ
ト
で
資
料
の
共
有

が
と
補
足
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

●
火
山
の
１
名
削
減
は
ど

う
か
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
に
つ
い
て

は
、
４
人
で
な
く
て
３
人
な

の
で
、
広
い
北
海
道
に
お
い

て
は
不
足
。（
北
海
道
気
象
） 

        

●
具
体
的
な
懸
念
点
を
整

理
し
て
追
求
・
交
渉
を
継
続

す
る
。
増
員
を
ふ
ま
え
て
、

業
務
分
担
の
再
検
討
・
調
整

を
行
う
。
組
織
拡
大
で
は
、

羽
田
航
空
支
部
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
交
流
集
会
を
開

催
し
た
。
（
東
京
気
象
） 

    

●
長
野
の
削
減
は
長
官
交

渉
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら

っ
た
。
組
織
拡
大
で
は
青
年

交
流
集
会
を
北
陸
信
越
地

協
で
や
る
と
聞
い
て
い
る
。

新
潟
を
中
心
と
し
た
北
陸

地
協
の
青
年
交
流
集
会
の

企
画
・
実
施
に
協
力
し
、
若

手
も
参
加
で
き
る
よ
う
調

整
す
る
。（
関
東
中
部
気
象
） 

●
今
後
も
台
長
交
渉
を
配

置
し
、
長
官
交
渉
に
備
え
る
。

体
制
拡
充
署
名
は
、
地
協
を

中
心
に
調
整
を
す
す
め
、
署

名
用
紙
の
配
布
や
Ｏ
Ｂ
へ

の
依
頼
も
継
続
す
る
。
組
織

拡
大
で
は
支
部
の
青
年
関

係
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
・
準
備
を
す
す

め
る
。
（
九
州
気
象
） 

●
福
岡
航
空
分
会
と
し
て

定
員
削
減
撤
回
要
求
に
つ

い
て
、
長
官
交
渉
等
で
追
求

を
継
続
す
る
。
当
局
は
委
託

観
測
に
つ
い
て
文
句
を
言

う
な
ら
３
人
削
減
す
る
ぞ

と
言
っ
て
い
る
。
長
官
交
渉

で
は
、
福
岡
の
重
要
性
を
訴

え
る
。
観
測
も
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

も
品
質
が
下
が
る
。
福
岡
航

空
の
観
測
体
制
・
一
体
運
用

延
期
等
の
要
求
を
長
官
交

渉
等
で
強
く
主
張
す
る
。
削

減
で
航
空
の
安
全
は
守
れ

な
い
し
、
福
岡
を
認
め
る
と

全
国
に
広
が
り
か
ね
な
い
。

（
九
州
気
象
） 

●
５
年
で
５
％
削
減
が
ね

ら
わ
れ
る
。
組
織
拡
大
で
は

１
月
以
降
、
新
規
採
用
が
あ

る
が
、
働
き
か
け
が
で
き
て

お
ら
ず
、
や
っ
て
い
き
た
い
。

体
制
拡
充
署
名
は
、
こ
れ
ま

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
使
っ
て
要
請
し
て
い

く
。
（
気
象
研
支
部
） 

９
日
に
は
長
官
交
渉
に
臨
み

ま
す
。
各
支
部
・
分
会
の
声
を

も
と
に
定
員
削
減
計
画
の
撤

回
と
体
制
拡
充
を
し
っ
か
り

訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

今
後
の
気
象
部
門
体
制 

 

会
議
の
最
後
に
は
今
後

の
気
象
部
門
の
体
制
に
つ

い
て
確
認
が
な
さ
れ
、
３
月

く
ら
い
ま
で
は
窓
口
的
な

と
こ
ろ
も
含
め
て
、
井
上
政

策
委
員
が
部
門
委
員
長
代

行
を
つ
と
め
る
こ
と
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
国
土
交
通

労
組
本
部
と
し
て
も
、
政
策

委
員
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
運
営
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
秋
の
大
会
で
は
部
門
委

員
長
を
選
出
で
き
る
よ
う
、

各
支
部
で
検
討
を
す
す
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

【当面の会議及び交渉配置】 

●２月８日（日）14:00～17:00 

第３回部門委員会（参集・オンライン併用） 

  場所：気象庁組合事務室会議スペース 

※交渉の事前打合せを含む 

●２月９日（月）9:45～11:45（9:00～直前打合せ） 

 長官交渉 

  場所：気象庁 6階会議室 2 

12月の長官の回答のポイント（再掲） 

➢ 気象業務の諸課題に適切に対応し

ていくための必要な要員の確保が

重要であることはご指摘のとおり。 

➢ 合理化の対象となる各職場におい

て丁寧な説明を行うよう指示した。 

➢ 解決できない問題があれば職場を

つうじて出していただきたい。 

北海道気象 森さん 東京気象 高橋さん 

九州気象 松瀬さん 気象研 折笠さん 


